
2025年度こども発達支援事業所エール昭苑 事業報告（案） 
 
児童発達支援エール昭苑は2023年4月に開所し、2025年度は3年目を迎えました。事業評価等

を踏まえて運営の安定化を図るため、以下8つの項目を柱として2025年度の事業を実施した結

果を報告いたします。 

 
 
1．インクルージョンの推進 

　児童一人ひとりの特性や発達段階に応じた環境調整を行い、安心して活動に参加できる環境

づくりを進める計画に基づき、視覚的支援や丁寧な声掛けを取り入れながら支援を行いました。

その結果、自ら活動へ参加する姿が増え、保護者や関係機関と継続的な支援を進めることがで

きました。今後も安心して過ごせる環境づくりを継続してまいります。 

 

2．合理的配慮 

　利用する児童が適切な発達支援を受け、他児童と平等に活動に参加ができるよう、保護者（本

人）の意向を尊重しながら支援内容・方法、支援体制、環境整備を整える等の合理的配慮を重

視し、こども園との連携を強化しながらこどもたち一人ひとりに適した支援を提供するという計画

に対して、こども園の行事・活動等で利用児童のサポートや友達との関わりの橋渡しを行いなが

ら、保護者や関係機関と連携した支援に努めてまいりました。また日々の記録をもとにケース会

議を行い、PDCAサイクルを活用しながら支援内容の見直しを行うとともに、隙間時間を活用した

研修受講により支援の質の向上に努めました。 

 

３．個別課題に沿った支援 

　利用児童の一人ひとりの特性や発達状況に応じた環境調整を行い、個別支援計画をもとに家

庭や関係機関と連携しながら一貫性のある支援を進めました。また、児童の得意なことを活かし

ながら成功体験を積み重ねられるよう支援を行うことで、自己肯定感や意欲の向上に繋げられる

よう努めています。 

 

4．活動の充実 

　児童発達支援ガイドラインの5領域において、将来、日常生活や社会生活を円滑に営めるよう

にすることを大きな目標とし、児童一人ひとりの発達段階や興味関心に応じた活動を取り入れな

がら、成功体験や他者との関わりを大切にした支援を行いました。また、次年度は音楽療法や集

団活動等を通して、今後も楽しみながら主体的に参加できる機会の充実に努めてまいります。 

 

5．家族支援 



　エール昭苑に安心して通所していただけるよう、送迎時、モニタリング、個別支援計画面談等で

随時対応し、定期的な評価と改善を行いながら、より良い支援が提供できるように努めておりま

す。 

　保護者間の交流を設け、2025年5月に保護者交流の会（子育ての悩みを共有する場）を開催

し、子育てや就学に対する不安や希望を共有することができました。 

その際に、事業所における緊急マニュアルや感染症対策等を保護者に周知しましたが、事業所

評価アンケートにて、依然として全員に周知されていないことが分かりました。今後も面談等で随

時お伝えしてまいります。また、次年度は、オリーブ昭苑と合同の保護者会を開催し、先輩保護

者からの意見をいただく機会を予定しています。 

 

6．移行支援 

　エール昭苑をご利用の年長組の保護者に対し、学齢期の支援として放課後等デイサービスが

あることを早めに案内をし、学校生活では経験できない社会体験・余暇活動の機会があることを

周知しました。結果としては、昨年度のエール昭苑卒業児童3名がオリーブ昭苑との契約に繋

がっています。 

　また、就学先においても安心して過ごせるよう個別支援計画を元に、児童の現状を移行支援書

にまとめ、特別支援学校・通級指導教室の先生やスクールカウンセラー・放課後等デイサービス

職員等と連携して、児童の特性や支援の必要性を共有しました。 

 

7．関係機関との連携 

　エール昭苑では、こども園・学校・医療機関・福祉機関・行政機関との連携を深め、包括的なサ

ポート体制を構築して一貫した支援を提供してまいります。また、ケース会議を定期的に開催し、

支援の質の向上を目指していきますという計画をもとに支援を実施しております。 

　昭苑こども園とは、日常的な情報共有・毎月の連携会議内で一人ひとりの児童の様子を共有し

合っております。近隣保育所においては、送迎時や定期的に会議の機会を設けていただき、児

童の様子を共有しております。今後も、保護者支援を通じて地域全体でこどもを支える環境を整

えていきたいと思います。 

 

8．行事・研修 

　こども園の行事（運動会・発表会）に参加し集団活動の経験を積みながら、他児童との交流を

通じてコミュニケーション力や協調性が育めるようサポートしております。外部利用児童において

も、可能な限り行事に参加させていただきました。 

 

　また、ジョブメドレーアカデミーによるオンライン研修を通じて、職員のスキルアップと各種法定

研修受講の効率化を図り、全職員が終業時間内に取り組むことで継続して受講できるよう環境を

整え、発達支援に対する知識・技能の向上となるよう図りました。 



 
 

1.月毎の契約者数、稼働率、月額報酬、年間報酬額 

月 契約者

数（名） 
稼働率

（％） 
月額報酬実績 
（未収を含む） 

利用者負担分 総収入 
（未収を含む） 

4月 16 91.9 2,839,265 16,999 2,856,264 

5月 16 95.0 2,799,569 18,415 2,817,984 

6月 16 102.3 3,142,017 28,332 3,170,349 

7月 17 99.0 3,186,216 29,748 3,215,964 

8月 18 88.5 2,532,106 27,570 2,559,676 

9月 17 84.5 2,727032 33,785 2,760,817 

10月 17 95.0 3,056,132  32,612 3,088,744 

11月 18 102.7 2,612,564 24,028          2,636,592 

12月 18 97.5 2,850,628 37,151 2,887,779 

1月 18 98.4 2,823,926 36,533 2,860,459 

2月 19 105.0 2,848,685 37,913 2,886,598 

3月 19 107.6 3,389,181 39,493 3,428,674 

計 34,807,221 362,579 35,169,900 

 
 
2026年3月契約者内訳： 

 0歳児 1歳児 2歳児 　3歳児 4歳児 ５歳児 計 

昭苑こども園  1 1 4 4 3 13 

中央保育園/他    2 1 1 4 

未就園児   2     

計  1 3 6 5 4 19 

 
 
2026年3月末職員配置： 

職種 正職員 パート（長） パート（短） 備考 



管理者 1   児童発達支援管理責任者が兼務 

児童発達支援管理責任者 1   管理者が兼務 

児童指導員 3 1 1 週40時間3名、週20時間2名含 

機能訓練担当職員  1  月10日勤務 

計     
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